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(57)【要約】
【課題】蓋体の開閉動作の容易性と、確実なロックとの
両立を図ることができる飲料容器用ロック機構および飲
料容器を提供すること。
【解決手段】本発明の一態様は、上部に開口を有する容
器本体の開口に取り付けられる蓋体をロックおよびアン
ロックするための飲料容器用ロック機構であって、容器
本体の開口の周囲位置に取り付けられ、ヒンジを介して
蓋体を開閉自在に取り付ける環状体と、環状体のヒンジ
とは反対側に設けられた操作部と、を備える。環状体に
は、操作部を支持する支持部と、支持部の下側に設けら
れるストッパと、が設けられる。操作部は、蓋体と係合
する係合部を有し、支持部に対して揺動可能に設けられ
た揺動部と、揺動部の外側で揺動部に対して上下方向に
スライド可能に設けられ、下方向に付勢されたスライド
部と、を有する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上部に開口を有する容器本体の前記開口に取り付けられる蓋体をロックおよびアンロッ
クするための飲料容器用ロック機構であって、
　前記容器本体の前記開口の周囲位置に取り付けられ、ヒンジを介して前記蓋体を開閉自
在に取り付ける環状体と、
　前記環状体の前記ヒンジとは反対側に設けられた操作部と、
　を備え、
　前記環状体には、前記操作部を支持する支持部と、前記支持部の下側に設けられるスト
ッパと、が設けられ、
　前記操作部は、
　　前記蓋体と係合する係合部を有し、前記支持部に対して揺動可能に設けられた揺動部
と、
　　前記揺動部の外側で前記揺動部に対して上下方向にスライド可能に設けられ、下方向
に付勢されたスライド部と、を有し、
　前記スライド部がスライド範囲における最も下に位置するときは、前記スライド部が前
記ストッパに当接して前記揺動部の揺動が阻止され、
　前記スライド部が前記スライド範囲における途中の所定位置よりも上に位置するときは
、前記スライド部が前記ストッパから外れて前記スライド部とともに前記揺動部の揺動が
可能となる、飲料容器用ロック機構。
【請求項２】
　前記ストッパは前記環状体から突出する凸型に設けられ、
　前記スライド部が付勢力によって下方向にスライドすると、前記スライド部の下端部分
が前記ストッパの上に乗り上げるように位置し、
　前記スライド部を付勢力に対抗して上方向にスライドさせると、前記スライド部の前記
下端部分が前記ストッパの上から外れて押し込み可能となる、請求項１記載の飲料容器用
ロック機構。
【請求項３】
　前記下端部分の前記ストッパの上への乗り上げによって前記係合部と前記蓋体との係合
が可能となるように前記揺動部が位置するとともに前記揺動部の揺動が阻止され、
　前記下端部分が前記ストッパの上から外れて押し込まれることで前記揺動部が揺動して
前記係合部による前記蓋体との係合が解除させる、請求項２記載の飲料容器用ロック機構
。
【請求項４】
　前記支持部と前記ストッパとによって凸壁部が構成され、
　前記スライド部を上方向にスライドさせて前記下端部分が前記ストッパの上から外れる
と前記下端部分が前記凸壁部の内側に押し込まれるように位置する、請求項２または請求
項３に記載の飲料容器用ロック機構。
【請求項５】
　前記スライド部に付勢力を与えるバネを備え、
　前記バネによる付勢力で前記スライド部が下方向へスライドする動作に連動して前記係
合部と前記蓋体との係合が可能となる位置に前記揺動部の揺動が付勢される、請求項１か
ら請求項４のいずれか１項に記載の飲料容器用ロック機構。
【請求項６】
　上部に開口を有する容器本体と、
　前記容器本体の前記開口に取り付けられる蓋体と、
　請求項１から請求項５のいずれか１項に記載の飲料容器用ロック機構と、
　を備えた飲料容器。
 
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、飲料容器の開口に設けられる蓋体をロック、アンロックするための飲料容器
用ロック機構およびこのロック機構を備えた飲料容器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　飲料容器は、例えばステンレスによって筒型に設けられた容器本体と、容器本体の開口
に設けられる開閉自在の蓋体と、を備えている。蓋体の開閉としては、容器本体の開口周
辺に設けられた螺子によって蓋体を螺合するタイプや、ヒンジによって蓋体が回動するよ
うに開閉するヒンジタイプなどがある。蓋体の回動によって開閉するヒンジタイプは螺合
タイプに比べて開閉が容易であるため、飲みたいときに簡単に蓋体を開けることができ、
飲み終わった後は簡単に蓋体を閉めることができる。
【０００３】
　一方、蓋体を閉じた状態で意図せず開いてしまうことを防止するため、蓋体が回動する
ヒンジタイプには誤開放防止のためのロック機構が多く採用されている。
【０００４】
　例えば、特許文献１には、蓋体の開放操作が簡単でありながらも、熱い湯を入れて内圧
が上昇したような場合の安全性を確保する蓋体開放構造が開示される。また、特許文献２
には、ボトル内に通じて内容液の流出時に外部から吸気させる吸気部を有する栓にヒンジ
連結された蓋を備え、蓋の閉じ状態でロック部材により閉じた位置に自動的にロックされ
るボトルの吸気構造が開示される。また、特許文献３には、単一の動作だけで蓋体を係合
固定して係止するか、係止を解除して蓋体が開くマグボトルのロック構造が開示される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１１－１３１９２６号公報
【特許文献２】特開２０１０－２３５１３７号公報
【特許文献３】実用新案登録第３２２０９９６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　このように、飲料容器に設けられる蓋体のロック機構は、蓋体の開閉動作の容易性と、
蓋体を閉めたときの確実なロックとの両立が求められる。しかしながら、蓋体の開閉動作
を容易にすると、蓋体を閉めた際のロックの確実性が損なわれやすい。一方、確実なロッ
クを行おうとするとロックの動作に手間がかかり、利便性を損なうことになる。
【０００７】
　本発明は、蓋体の開閉動作の容易性と、確実なロックとの両立を図ることができる飲料
容器用ロック機構および飲料容器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様は、上部に開口を有する容器本体の開口に取り付けられる蓋体をロック
およびアンロックするための飲料容器用ロック機構であって、容器本体の開口の周囲位置
に取り付けられ、ヒンジを介して蓋体を開閉自在に取り付ける環状体と、環状体のヒンジ
とは反対側に設けられた操作部と、を備える。
　環状体には、操作部を支持する支持部と、支持部の下側に設けられるストッパと、が設
けられる。
　操作部は、蓋体と係合する係合部を有し、支持部に対して揺動可能に設けられた揺動部
と、揺動部の外側で揺動部に対して上下方向にスライド可能に設けられ、下方向に付勢さ
れたスライド部と、を有する。
　このような飲料容器用ロック機構において、スライド部がスライド範囲における最も下
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に位置するときは、スライド部がストッパに当接して揺動部の揺動が阻止され、スライド
部がスライド範囲における途中の所定位置よりも上に位置するときは、スライド部がスト
ッパから外れてスライド部とともに揺動部の揺動が可能となる。
【０００９】
　このような構成によれば、スライド部を上にスライドさせることでストッパから外れて
揺動部を揺動させることができ、揺動部の揺動によって蓋体と係合部との係合が解除され
、蓋体を開けることができる。一方、スライド部に力を加えない状態では付勢力によって
スライド部が下方向に下がり、ストッパに当接して揺動部の揺動が阻止される。すなわち
、スライド部に力を加えない状態では、揺動部の揺動が阻止されるロック状態に自動的に
移行できる。
【００１０】
　上記飲料容器用ロック機構において、ストッパは環状体から突出する凸型に設けられ、
スライド部が付勢力によって下方向にスライドすると、スライド部の下端部分がストッパ
の上に乗り上げるように位置し、スライド部を付勢力に対抗して上方向にスライドさせる
と、スライド部の下端部分がストッパの上から外れて押し込み可能となるよう設けられて
いてもよい。これにより、スライド部の下端部分のストッパへの乗り上げによるロック状
態と、スライド部の下端部分のストッパの上からの外れによるアンロック状態とを、スラ
イド部の上下方向のスライド動作によって切り替えることができる。
【００１１】
　上記飲料容器用ロック機構において、下端部分のストッパの上への乗り上げによって係
合部と蓋体との係合が可能となるように揺動部が位置するとともに揺動部の揺動が阻止さ
れ、下端部分がストッパの上から外れて押し込まれることで揺動部が揺動して係合部によ
る蓋体との係合が解除させるように設けられていてもよい。これにより、係合部と蓋体と
が係合可能な状態で、スライド部の下端部分のストッパへの乗り上げによるロック状態を
実現することができる。また、スライド部の下端部分のストッパの上からの外れによるア
ンロック状態と、揺動部の揺動による係合部と付帯部との係合の解除による蓋体の開きと
を１つの動作で行うことができる。
【００１２】
　上記飲料容器用ロック機構において、支持部とストッパとによって凸壁部が構成され、
スライド部を上方向にスライドさせて下端部分がストッパの上から外れると下端部分が凸
壁部の内側に押し込まれるように位置するように設けられていてもよい。これにより、ス
ライド部を上方向にスライドさせる１つの動作でスライド部の下端部分が凸壁部の内側に
押し込まれ、アンロック状態と、係合部と蓋体との係合の解除とを自然に行うことができ
る。
【００１３】
　上記飲料容器用ロック機構において、スライド部に付勢力を与えるバネを備え、バネに
よる付勢力でスライド部が下方向へスライドする動作に連動して係合部と蓋体との係合が
可能となる位置に揺動部の揺動が付勢されるように設けられていてもよい。これにより、
１つのバネによって、スライド部の下方向への付勢と、スライド部の動作を介した揺動部
の付勢とを実現することができる。
【００１４】
　本発明の一態様は、上部に開口を有する容器本体と、容器本体の開口に取り付けられる
蓋体と、上記の飲料容器用ロック機構と、を備えた飲料容器である。このような構成によ
れば、上記の飲料容器用ロック機構によって、蓋体の開閉動作の容易性と、確実なロック
動作との両立が達成される。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、蓋体の開閉動作の容易性と、確実なロックとの両立を図ることができ
る飲料容器用ロック機構および飲料容器を提供することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
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【００１６】
【図１】本実施形態に係る飲料容器の構成を例示する模式斜視図である。
【図２】（ａ）および（ｂ）は、本実施形態に係る飲料容器用ロック機構の構成を例示す
る模式斜視図である。
【図３】（ａ）および（ｂ）は、ロック状態を例示する模式図である。
【図４】（ａ）および（ｂ）は、開状態を例示する模式図である。
【図５】（ａ）～（ｃ）は、開動作を例示する模式斜視図である。
【図６】（ａ）～（ｃ）は、開動作を例示する模式断面図である。
【図７】（ａ）～（ｃ）は、閉動作を例示する模式断面図である。
【図８】他の例を示す模式断面図である。
【図９】（ａ）および（ｂ）は、使用例を示す模式斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。なお、以下の説明では、同一の部
材には同一の符号を付し、一度説明した部材については適宜その説明を省略する。
【００１８】
（飲料容器の構成）
　図１は、本実施形態に係る飲料容器の構成を例示する模式斜視図である。
　図２（ａ）および（ｂ）は、本実施形態に係る飲料容器用ロック機構の構成を例示する
模式斜視図である。
　図２（ａ）には蓋体３が閉じている状態が示され、図２（ｂ）には蓋体３が開いている
状態が示される。
【００１９】
　本実施形態に係る飲料容器１００は、上部に開口２ａを有する筒型の容器本体２と、容
器本体２の開口２ａに取り付けられる蓋体３と、蓋体３を開く動作に対するロックおよび
アンロックを行う飲料容器用ロック機構（以下、単に「ロック機構」ともいう。）１と、
を備える。
　なお、本実施形態では、容器本体２における筒の中心軸に沿った方向を上下方向、容器
本体２の開口２ａの側の上側、容器本体２の底側（開口２ａとは反対側）を下側、容器本
体２における筒の径方向で中心軸から遠い側を外側、近い側を内側、として説明する。
【００２０】
　容器本体２は、例えばステンレスによる二重構造（例えば、真空断熱構造）であって底
が閉じた筒型であって、上部に開口２ａが設けられている。飲料は、開口２ａから容器本
体２に収容される。容器本体２が真空断熱構造であれば、収容した飲料の保冷や保温の性
能を高めることができる。
【００２１】
　蓋体３は、容器本体２の開口２ａに開閉自在に取り付けられる。本実施形態では、ヒン
ジ３ａを介して蓋体３が回動可能に取り付けられる。蓋体３は図示しないバネによって開
放方向に付勢されており、後述するロック機構１で蓋体３を開くための操作を行うと、バ
ネによる付勢力によって自動的に開放するようになっている。
【００２２】
　なお、本実施形態では、蓋体３が閉じている状態（後述する係合部２１１および３１１
が係合している状態）を閉状態、蓋体３の閉状態であってロック機構１によってロックが
かかっている状態（誤開放を防止する状態）をロック状態、蓋体３の閉状態であってロッ
クがかかっていない状態をアンロック状態、蓋体３を開くことが可能な状態（係合部２１
１および３１１が係合していない状態）を開状態、ということにする。
【００２３】
　容器本体２の開口２ａには飲み口部４が取り付けられていてもよい。飲み口部４は容器
本体２の開口２ａに着脱自在に取り付けられていることが好ましい。蓋体３を閉めると、
蓋体３の裏側に設けられたパッキン３ｂによって飲み口部４が密閉される。
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【００２４】
　本実施形態に係る飲料容器１００では、ロック機構１による１回の動作（操作）で蓋体
３をロック状態から開状態にすることができる。すなわち、いわゆるワンタッチ操作で、
ロック状態になっている蓋体３を開放することができる。一方、開いている蓋体３を閉じ
る場合には、蓋体３を閉じる動作だけで、開状態からロック状態にすることができる。
【００２５】
（飲料容器用ロック機構の構成）
　本実施形態に係るロック機構１は、容器本体２の開口２ａの周囲位置に取り付けられ、
ヒンジ３ａを介して蓋体３を開閉自在に取り付ける環状体１０と、環状体１０のヒンジ３
ａとは反対側に設けられた操作部２０と、を備える。
【００２６】
　環状体１０は、容器本体２の開口２ａの周囲位置に取り付けられる環状の部材である。
環状体１０は、例えば容器本体２の上部に設けられた螺子部によって容器本体２の開口２
ａの周囲位置に螺合されている。なお、環状体１０の容器本体２への取り付け方法は螺合
以外に嵌合でもよいし、別部材を介して容器本体２に取り付けられていてもよい（中間部
材を介在させた取り付けでもよい。）。また、容器本体２の一部を環状体１０として利用
してもよい（環状体１０と容器本体２とが一体）。環状体１０には蓋体３の回動動作の軸
となるヒンジ３ａが設けられている。環状体１０は、例えば樹脂によって形成される。
【００２７】
　操作部２０は、環状体１０のヒンジ３ａとは反対側に設けられる。すなわち、操作部２
０は、ヒンジ３ａを介して回動する蓋体３の開閉する側に設けられ、蓋体３の開閉のため
の機構を備える。環状体１０のヒンジ３ａとは反対側には支持部１１が設けられる。この
支持部１１に操作部２０が取り付けられている。支持部１１は、環状体１０の外周面に設
けられた一対の壁部材１１ａを有する。一対の壁部材１１ａは上下方向に延在しており、
一対の壁部材１１ａの間に操作部２０が取り付けられている。
【００２８】
　また、支持部１１の下側にはストッパ１２が設けられる。ストッパ１２は環状体１０の
外周面から外側に突出する凸型に設けられる。本実施形態では、支持部１１の一対の壁部
材１１ａとストッパ１２とによって略Ｕ字型の凸壁部が構成される。なお、一対の壁部材
１１ａやストッパ１２は環状体１０と一体的に形成されていてもよいし、別体で形成され
ていてもよい。また、環状体１０の外周面から内側に設けられた凹部による対向する内壁
面を一対の壁部材１１ａ、凹部の下側の縁部分をストッパ１２として構成してもよい。
【００２９】
　操作部２０は、揺動部２１と、スライド部２２と、を有する。揺動部２１は、一対の壁
部材１１ａの間にピン２１ａを介して取り付けられており、ピン２１ａを軸として支持部
１１に対して揺動可能に設けられる。揺動部２１の情報には蓋体３と係合する係合部２１
１が設けられる。係合部２１１は例えば内側に伸びる爪状に設けられる。係合部２１１と
対応する蓋体３側には係合部３１１が設けられる。係合部３１１は例えば外側に伸びる爪
状に設けられる。揺動部２１の係合部２１１と蓋体３の係合部３１１とが係合することで
、蓋体３が閉状態になる。なお、係合部２１１および３１１は、それぞれ爪型になってい
てもよいし、一方が爪型、他方が穴型になっていてもよい。
【００３０】
　スライド部２２は、揺動部２１の外側で揺動部２１に対して上下方向にスライド可能に
設けられる。スライド部２２は、揺動部２１の外側に被せられるように設けられ、ピン２
１ａによって支持部１１の一対の壁部材１１ａの間に取り付けられる。すなわち、スライ
ド部２２および揺動部２１は、スライド部２２を外側、揺動部２１を内側として違いに重
ね合わされ、共通のピン２１ａを介して一対の壁部材１１ａの間に取り付けられている。
【００３１】
　ピン２１ａが挿入されるスライド部２２の孔２２ａは上下方向に伸びる長孔になってお
り、ピン２１ａで支持されるスライド部２２が上下方向にスライドできるようになってい
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る。なお、スライド部２２は、揺動可能な揺動部２１の外側面に沿ってスライド可能にな
っている。したがって、スライド部２２は、揺動部２１とともに支持部１１に対して揺動
するとともに、揺動部２１の外側面に沿って上下にスライド可能となる。
【００３２】
　また、スライド部２２は下方向に付勢される。本実施形態では、揺動部２１とスライド
部２２との間にバネ２３が設けられる。バネ２３は揺動部２１の内側で、揺動部２１のバ
ネ受け部２１２と、スライド部２２のバネ受け部２２２との間に組み込まれている。揺動
部２１は上下方向には移動しないため、バネ２３によってスライド部２２は下方向に付勢
される状態になる。
【００３３】
　図３（ａ）および（ｂ）は、ロック状態を例示する模式図である。図３（ａ）にはロッ
ク状態を例示する模式断面図が示され、図３（ｂ）には操作部２０の内側からの模式斜視
図が示される。
　図４（ａ）および（ｂ）は、開状態を例示する模式図である。図４（ａ）には開状態を
例示する模式断面図が示され、図４（ｂ）には操作部２０の内側からの模式斜視図が示さ
れる。
【００３４】
　このようなロック機構１において、図３（ａ）に示すように、スライド部２２がスライ
ド範囲における最も下に位置するときは、スライド部２２の下端部分２２１がストッパ１
２に当接する状態となる。すなわち、バネ２３の付勢力でスライド部２２は下方向に押さ
れるため、スライド部２２の下端部分２２１がストッパ１２の上（外側）に位置する状態
になる。これにより、スライド部２２の下端部分２２１を内側の押し込むことができず、
揺動部２１の揺動が阻止される。
【００３５】
　一方、図４（ａ）に示すように、スライド部２２がスライド範囲における途中の所定位
置よりも上に位置するときは、スライド部２２の下端部分２２１がストッパ１２から外れ
る状態となる。すなわち、バネ２３の付勢力に対抗してスライド部２２を上方向にスライ
ドさせると、スライド部２２の下端部分２２１の下端部分２２１がストッパ１２の位置か
ら外れ、支持部１１とストッパ１２とによって構成される凸壁部の内側（凹部）に押し込
まれる。これにより、揺動部２１が揺動して、揺動部２１の上側の係合部２１１が外側に
開き、係合部３１１との係合か解除される。これにより、蓋体３が開状態になる。
【００３６】
　なお、蓋体３が開状態になったのち、スライド部２２に与えていた力を弱めれば、バネ
２３による付勢力によってスライド部２２が下方向にスライドし、再び下端部分２２１が
ストッパ１２の上に位置してロック状態に戻ることになる。スライド部２２がバネ２３の
付勢力によって戻される際、押し込まれたスライド部２２の下端部分２２１の下面が、ス
トッパ１２の上側面１２ａに当接する。上側面１２ａには傾斜（外側に向けて下がる傾斜
）が設けられているため下端部分２２１がストッパ１２の位置に戻りやすくなっている。
したがって、１つのバネ２３の付勢力でスライド部２２を下方向にスライドさせるととも
に、スライド部２２の下端部分２２１を外側に容易に戻すことができ、スライド部２２の
動作を介した揺動部２１の付勢を実現することができる。
【００３７】
（開放動作）
　次に、ロック機構１による蓋体３の開放動作について説明する。
　図５（ａ）～（ｃ）は、開放動作を例示する模式斜視図である。
　図６（ａ）～（ｃ）は、開放動作を例示する模式断面図である。
　図５（ａ）および図６（ａ）には、ロック状態が示される。ロック状態では、蓋体３が
閉められた状態で、揺動部２１の係合部２１１と蓋体３の係合部３１１とが係合し、操作
部２０のスライド部２２がバネ２３による付勢力によってスライド範囲の最も下に位置す
る。この位置では、スライド部２２の下端部分２２１がストッパ１２の上に乗っており、



(8) JP 2021-50009 A 2021.4.1

10

20

30

40

50

スライド部２２を介して揺動部２１の揺動が阻止される。
【００３８】
　したがって、スライド部２２を押してもストッパ１２によって押し込みが阻止され、揺
動部２１の揺動も阻止される。揺動部２１を揺動できないと、揺動部２１の係合部２１１
と蓋体３の係合部３１１との係合は解除されず、閉状態を維持することができる。つまり
、ロック状態では、スライド部２２を押すことができず、誤って蓋体３を開いてしまうこ
とを防止することができる。
【００３９】
　図５（ｂ）および図６（ｂ）には、アンロック状態が示される。ロック状態からスライ
ド部２２を上方向にスライドさせ、スライド範囲における途中の所定位置よりも上に位置
すると、スライド部２２の下端部分２２１がストッパ１２の位置から外れることになる。
この状態では、スライド部２２の下端部分２２１がストッパ１２に当接しないため、スラ
イド部２２の下端部分２２１を内側に押し込むことが可能となる。
【００４０】
　なお、アンロック状態でスライド部２２の下端部分２２１を押し込まなければ、揺動部
２１の係合部２１１と蓋体３の係合部３１１との係合は解除されない。また、この係合を
解除しないでスライド部２２に与えていた上方向の力を弱めれば、バネ２３による付勢力
によってスライド部２２が下方向にスライドし、再び下端部分２２１がストッパ１２の上
に位置してロック状態に戻ることになる。
【００４１】
　図５（ｃ）および図６（ｃ）には、開状態が示される。アンロック状態からスライド部
２２の下端部分２２１を押し込むと、スライド部２２の押し込み動作を介して揺動部２１
が揺動する。すなわち、ピン２１ａを中心として揺動部２１のスライド部２２により押し
込まれた側（ピン２１ａよりも下側）とは反対側（ピン２１ａよりも上側）が外側に開く
よう揺動する。これにより、揺動部２１の係合部２１１と蓋体３の係合部３１１との係合
が解除され、蓋体３が開状態になる。開状態になると、蓋体３を開く方向に付勢する図示
しないバネの付勢力によって、蓋体３が開放することになる。
【００４２】
　本実施形態に係るロック機構１では、操作部２０のスライド部２２を上方向にスライド
させて下端部分２２１がストッパ１２の位置から外れると、スライド部２２の下端部分２
２１が自然に押し込まれ、揺動部２１を揺動させて蓋体３を開状態にすることができる。
つまり、スライド部２２を上方向にスライドさせる動作によって、押し込む動作は意識せ
ずにストッパ１２の位置を超えた段階で自然にスライド部２２を押し込むようになって、
いわゆるワンタッチでロック状態から開状態へ移行することが可能となる。
【００４３】
（閉動作）
　次に、ロック機構１による蓋体３の閉動作について説明する。
　図７（ａ）～（ｃ）は、閉動作を例示する模式断面図である。
　図７（ａ）には、蓋体３を閉じる前の状態が示される。蓋体３の開状態において、操作
部２０のスライド部２２に力を加えていない場合、スライド部２２はバネ２３の付勢力に
よってスライド範囲の最も下の位置に戻っている。この位置では、スライド部２２の下端
部分２２１がストッパ１２の上に乗っており、揺動部２１の上側にある係合部２１１は内
側に閉じた状態になっている。
【００４４】
　図７（ｂ）には、蓋体３を閉じて係合部２１１および係合部３１１が互いに当接した状
態が示される。スライド部２２がスライド範囲の最も下の位置に戻っている状態では、揺
動部２１の係合部２１１は内側に閉じた状態になっているため、蓋体３を閉じていくと蓋
体３の係合部３１１と揺動部２１の係合部２１１とが当接することになる。この状態から
蓋体３を上から押さえていくと、蓋体３の係合部３１１が揺動部２１の係合部２１１を押
しながら蓋体３が閉じられる。
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【００４５】
　そして、蓋体３の係合部３１１が揺動部２１の係合部２１１の位置を乗り越えると、図
７（ｃ）に示すように、蓋体３の係合部３１１と揺動部２１の係合部２１１とが係合して
、閉状態になる。すなわち、図７（ａ）～（ｃ）に示すように、蓋体３を閉める動作を連
続すると、蓋体３を閉じ始め、蓋体３の係合部３１１と揺動部２１の係合部２１１とが当
接する位置で蓋体３を閉める力に反力が生じる。そこから蓋体３をさらに押さえていくと
、蓋体３の係合部３１１が揺動部２１の係合部２１１を押すときに多少の抵抗感を感じ、
やがて蓋体３の係合部３１１が揺動部２１の係合部２１１を乗り越えると、クリック感を
得て閉状態になったことが分かる。なお、蓋体３を押さえる際の反力やクリック感は、係
合部２１１および係合部３１１の互いの当接面の角度で設定される。
【００４６】
　図７（ｃ）に示すように、蓋体３を閉じて閉状態になるときには、スライド部２２はス
ライド範囲の最も下の位置のままになっているため、閉状態になると同時にロック状態と
なる。
【００４７】
（他の例）
　次に、本実施形態に係るロック機構１の他の例について説明する。
　図８は、他の例を示す模式断面図である。
　図８に示すロック機構１では、スライド部２２の上側部分と揺動部２１との間に隙間Ｄ
が設けられている。また、揺動部２１の下側部分と環状体１０との間にはバネ２４が設け
られており、揺動部２１の下側部分を外側に付勢するようになっている。バネ２４は内外
方向に伸縮するよう設けられ、一端が環状体１０に当接し、他端が揺動部２１のバネ受け
部２１２に当接している。
【００４８】
　このようなロック機構１では、バネによる付勢力で揺動部２１の上側部分に設けられた
係合部２１１には、常に内側に閉じる方向に力が加わっている。蓋体３を閉じる際には、
蓋体３の係合部３１１が揺動部２１の係合部２１１に接触することによって、係合部２１
１には外側に力が加わる。この際、揺動部２１とスライド部２２との間に隙間Ｄが設けら
れていることで、揺動部２１はバネの付勢力に対抗して僅かに外側に拡げられる。したが
って、蓋体３を閉じる際の反力は、隙間Ｄが設けられていない場合に比べて弱くなり、軽
い力で蓋体３を閉じて、ロック状態にすることができる。
【００４９】
（使用例）
　次に、使用例について説明する。
　図９（ａ）および（ｂ）は、使用例を示す模式斜視図である。
　図９（ａ）には親指Ｓによってスライド部２２をスライドさせている状態が示され、図
９（ｂ）には親指Ｓによってスライド部２２を押し込んでいる状態が示される。
　図９（ａ）に示すように、容器本体２を片手で持って、親指Ｓをスライド部２２に載せ
る。そして、親指Ｓでスライド部２２を上方向にスライドさせる。この際、親指Ｓからス
ライド部２２には、スライド部２２を上方向にスライドさせるための力（上方向の力）と
、容器本体２を掴むための力（内側方向の力）の一部とが加わっている。スライド部２２
の下端部分２２１がストッパ１２の上に位置するときは、内側方向の力はストッパ１２で
受け止められるため、スライド部２２には上方向の力のみが加わって、スライド部２２は
上方向にスライドしていくことになる。
【００５０】
　スライド部２２が上方向にスライドして、下端部分２２１がストッパ１２の位置から外
れると、親指Ｓからスライド部２２に加わる内側方向の力が作用して、スライド部２２の
下端部分２２１が内側に押し込まれる。この内側方向の力は、容器本体２を掴むために親
指Ｓにかかる力のため、特に押し込むための力を意識することなく、自然に加えられるこ
とになる。これにより、スライド部２２の下端部分２２１の押し込み動作と連動して、ス
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ライド部２２の内側の揺動部２１の下側（ピン２１ａよりも下側）が押し込まれ、ピン２
１ａを中心として反対の上側が外側へ開くように揺動する。揺動部２１の上側が外側へ開
くことで、揺動部２１の係合部２１１と蓋体３の係合部３１１との係合が解除され、蓋体
３が開放することになる。
【００５１】
　親指Ｓによるスライド部２２のスライド動作と、ストッパ１２の位置を超えた際の押し
込み動作とは、これらを区別することなく連続して行われる。また、スライド部２２がロ
ック状態にするための部材であるとともに、開状態にするための部材でもある。したがっ
て、蓋体３を開ける際、（１）ロック状態からアンロック状態にする動作、（２）アンロ
ック状態から開状態にする動作、を１つの部材（スライド部２２）の操作で、しかも途切
れることなく連続した動作で行うことができ、いわゆるワンタッチでロック状態から開状
態へ移行することが可能となる。また、本実施形態に係るロック機構１では、蓋体３を開
く際、蓋体３が開く方向と、スライド部２２のスライド方向（上方向）とが合致している
ため、親指Ｓで蓋体３を開くように動かして、自然な動作で蓋体３を開けることが可能と
なる。
【００５２】
　以上説明したように、本実施形態によれば、蓋体３の開閉動作の容易性と、確実なロッ
クとの両立を図ることができるロック機構１および飲料容器１００を提供することが可能
になる。
【００５３】
　なお、上記に本実施形態およびその適用例を説明したが、本発明はこれらの例に限定さ
れるものではない。また、前述の各実施形態またはその適用例に対して、当業者が適宜、
構成要素の追加、削除、設計変更を行ったものや、各実施形態の特徴を適宜組み合わせた
ものも、本発明の要旨を備えている限り、本発明の範囲に包含される。
【産業上の利用可能性】
【００５４】
　本発明に係る飲料容器用ロック機構１は、飲料容器１００以外でも、液体、粉体、固体
、クリーム状のものなど、各種の容器の蓋のロック機構としても好適に利用可能である。
【符号の説明】
【００５５】
１…飲料容器用ロック機構（ロック機構）
２…容器本体
２ａ…開口
３…蓋体
３ａ…ヒンジ
３ｂ…パッキン
４…口部
１０…環状体
１１…支持部
１１ａ…壁部材
１２…ストッパ
１２ａ…上側面
２０…操作部
２１…揺動部
２１ａ…ピン
２２…スライド部
２２ａ…孔
２３…バネ
２４…バネ
１００…飲料容器
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２１１…係合部
２１２…バネ受け部
２２１…下端部分
２２２…バネ受け部
３１１…係合部
Ｄ…隙間
Ｓ…親指
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【図７】 【図８】

【図９】
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【手続補正書】
【提出日】令和1年11月26日(2019.11.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上部に開口を有する容器本体の前記開口に取り付けられる蓋体をロックおよびアンロッ
クするための飲料容器用ロック機構であって、
　前記容器本体の前記開口の周囲位置に取り付けられ、ヒンジを介して前記蓋体を開閉自
在に取り付ける環状体と、
　前記環状体の前記ヒンジとは反対側に設けられた操作部と、
　を備え、
　前記環状体には、前記操作部を支持する支持部と、前記支持部の下側に設けられるスト
ッパと、が設けられ、
　前記操作部は、
　　前記蓋体と係合する係合部を有し、前記支持部に対して揺動可能に設けられた揺動部
と、
　　前記揺動部の外側で前記揺動部に対して上下方向にスライド可能に設けられ、下方向
に付勢されたスライド部と、
　前記揺動部の内側で、前記揺動部のバネ受け部と、前記スライド部のバネ受け部との間
に組み込まれ、前記スライド部に下方向の付勢力を与えるバネと、を有し、
　前記スライド部がスライド範囲における最も下に位置するときは、前記スライド部が前
記ストッパに当接して前記揺動部の揺動が阻止され、
　前記スライド部が前記スライド範囲における途中の所定位置よりも上に位置するときは
、前記スライド部が前記ストッパから外れて前記スライド部とともに前記揺動部の揺動が
可能となり、
　１つの前記バネによる付勢力で前記スライド部が下方向へスライドする動作に連動して
前記係合部と前記蓋体との係合が可能となる位置に前記揺動部の揺動が前記スライド部の
動作を介して付勢される飲料容器用ロック機構。
【請求項２】
　前記ストッパは前記環状体から突出する凸型に設けられ、
　前記スライド部が付勢力によって下方向にスライドすると、前記スライド部の下端部分
が前記ストッパの上に乗り上げるように位置し、
　前記スライド部を付勢力に対抗して上方向にスライドさせると、前記スライド部の前記
下端部分が前記ストッパの上から外れて押し込み可能となる、請求項１記載の飲料容器用
ロック機構。
【請求項３】
　前記下端部分の前記ストッパの上への乗り上げによって前記係合部と前記蓋体との係合
が可能となるように前記揺動部が位置するとともに前記揺動部の揺動が阻止され、
　前記下端部分が前記ストッパの上から外れて押し込まれることで前記揺動部が揺動して
前記係合部による前記蓋体との係合が解除させる、請求項２記載の飲料容器用ロック機構
。
【請求項４】
　前記支持部と前記ストッパとによって凸壁部が構成され、
　前記スライド部を上方向にスライドさせて前記下端部分が前記ストッパの上から外れる
と前記下端部分が前記凸壁部の内側に押し込まれるように位置する、請求項２または請求
項３に記載の飲料容器用ロック機構。
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【請求項５】
　上部に開口を有する容器本体と、
　前記容器本体の前記開口に取り付けられる蓋体と、
　請求項１から請求項４のいずれか１項に記載の飲料容器用ロック機構と、
　を備えた飲料容器。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　操作部２０は、揺動部２１と、スライド部２２と、を有する。揺動部２１は、一対の壁
部材１１ａの間にピン２１ａを介して取り付けられており、ピン２１ａを軸として支持部
１１に対して揺動可能に設けられる。揺動部２１の上方には蓋体３と係合する係合部２１
１が設けられる。係合部２１１は例えば内側に伸びる爪状に設けられる。係合部２１１と
対応する蓋体３側には係合部３１１が設けられる。係合部３１１は例えば外側に伸びる爪
状に設けられる。揺動部２１の係合部２１１と蓋体３の係合部３１１とが係合することで
、蓋体３が閉状態になる。なお、係合部２１１および３１１は、それぞれ爪型になってい
てもよいし、一方が爪型、他方が穴型になっていてもよい。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　スライド部２２は、揺動部２１の外側で揺動部２１に対して上下方向にスライド可能に
設けられる。スライド部２２は、揺動部２１の外側に被せられるように設けられ、ピン２
１ａによって支持部１１の一対の壁部材１１ａの間に取り付けられる。すなわち、スライ
ド部２２および揺動部２１は、スライド部２２を外側、揺動部２１を内側として互いに重
ね合わされ、共通のピン２１ａを介して一対の壁部材１１ａの間に取り付けられている。
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